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第 1991 回（本年度 第 32 回） 例会 平成 26 年 2 月 26 日  晴れ  

 

●司会              秦 琢二 ＳＡＡ 

●点鐘             鈴木 昇二 会 長 

 

●斉唱  「奉仕の理想」  

     ♪ソングリーダー    須山 文夫 会員 

 

 

ゲストの紹介           鈴木 昇二 会長 

Ｄ２５９０ 第１グループ ガバナー補佐 轟 淳次様 

【挨拶】 

シドニーの国際大会（本年６月開催）に市川ガバナー・大

野ガバナーエレクトより現地に於いて船上クルーズ交換

会を企画するようご指示ご下命がありました。６０名参加

で考えて企画しておりますので是非参加いただけるよう

お願いします。 

 

 

来訪ロータリアンの紹介    水口 衛 親睦委員長 

本日の来訪ロータリアンはございません。 

 

会長報告             鈴木 昇二 会長 

１． 第 47 回神奈川県ロータリアン親睦テニス大会（上野

杯）の案内参加希望者は事務局までご連絡下さい。 

２． 2016～2017 ガバナーノミニ―告知・確定宣言 

高良 明氏（川崎西ＲＣ） 

３． 地区ロータリーセミナーの件 

４． 「抜萃のつづり」その 73 職業奉仕 大山泰弘氏を披

露紹介。 

５． ＩＭ参加のお礼と講師「原田義之氏」の著書を配布し

ます。 

 

川崎大師ロータリークラブ週報 
第 41 期 

会 長 鈴木昇二 

副会長 牛山裕子 

幹 事 清水宏明 

ＳＡＡ 秦 琢二 

 

例会日：毎週水曜日 ＰＭ１２：３０
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例会場：大本山川崎大師平間寺信徒会館
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幹事報告             清水 宏明 幹事 

１． ロータリーレート 1 ドル＝102 円 

２． Ｒ青少年交換留学生の嶋崎君から定時レポートが届

いています。 

３． 永松会員の会員名簿内容を配布しました。 

４． 他クラブの例会変更のお知らせを回覧します。 

 

出席報告           須山 文夫  出席委員長 

 

会員数 対象者 出席 欠席

1989 回 56 56 56 0 100.00 ％

1987 回 56 42 31 11 73.81 ％

3 修正出席率 80.95 ％

出席率

前々回の修正・ﾒｰｸｱｯﾌﾟ　

メークアップ             

林 鶴・須山文夫・中村孝          各会員 

会員数 対象者 出席 欠席

1990 回 56 56 56 0 100.00 ％

1988 回 56 44 29 15 65.91 ％

10 修正出席率 88.64 ％

出席率

前々回の修正・ﾒｰｸｱｯﾌﾟ　

メークアップ             

鈴木幹久・林 鶴・安藤賢一・岩井茂次・伊藤佳子 

須山文夫・船木幸雄・飯塚元明・中村孝・前田良賢 

各会員 

会員数 対象者 出席 欠席

1991 回 56 45 31 14 68.89 ％

1989 回 56 56 56 0 100.00 ％

0 修正出席率 100.00 ％

出席率

前々回の修正・ﾒｰｸｱｯﾌﾟ　

1 月ホームクラブ 100％ 

船山 昭三・鈴木 幹久・宮山 光男・嶋崎 嘉夫 

炭谷 博功・中村 眞治・竹中 裕彦・増田 昌美 

渡辺冨士夫・清水 宏明・矢野 清久・岩井 茂次 

鈴木 昇二・石渡 勝朗・水口 衛・小林 勇次 

牛山 裕子・出井 宏樹・永松慎太郎 

1 月出席順位 

250％ 鈴木 昇二 

150％ 竹中 裕彦・横山 俊夫・岩井 茂次・ 

石渡 勝朗・水口 衛・牛山 裕子・出井 宏樹 

125％ 船山 昭三・嶋崎 嘉夫・増田 昌美・ 

    清水 宏明・矢野 清久・中村 孝・永松慎太郎 

各会員 

 

スマイルレポート（ニコニコボックス）前田 良賢 会員 

Ｄ2590 第 1Ｇｒ ガバナー補佐 

轟 淳次様 （川崎マリーンＲＣ） 

本日は定期訪問にまいりました。残り 4 ヶ月まとめの時期

になりました。本日はよろしくお願い致します。 

細谷 重徳 会員 

交通安全の看板ありがとう、会員卓話ご苦労さま。轟ガバ

ナー補佐今日はありがとうございます。 

竹中 裕彦 会員 

１．先週の創立例会ご出席の皆さまお疲れ様でした。 

２．渡辺さん、先般よりお世話になっております。ありが

とうございます。 

竹田 正和 会員 

・秦さん写真どうもありがとうございます。良く映ってい

ます･････ 

・宮沢さん・永松さん卓話よろしくお願いします。楽しみ

にしております。 

鈴木 昇二 会長 

① 轟ガバナー補佐、ご来訪有難う御座います。ご指導宜

しくお願い致します。 

② 宮沢会員、永松会員イニシエーションスピーチ宜しく

お願い致します。 

牛山 裕子 副会長 

2 月 18 日クラブ管理運営委員会へご出席の皆様ありがと

うございました。残り 4 ヶ月をターゲット達成に向けてご

指導下さい。会員の皆様にはさらに、スマイルボックスご

協力をお願いします。 

清水 宏明 幹事 

ＩＭ、創立記念例会参加の皆様おつかれ様でした。 

事務局 竹下美代子様 
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先日の創立記念例会では、大変お世話になりありがとうご

ざいました。楽しい時間を過ごさせていただき皆様に感謝

いたします。 

本日のニコニコのテーマ 

「宮沢様、永松様会員卓話宜しくお願い致します。」 

嶋崎嘉夫、竹内祥晴、宮沢和徳、出井宏樹、増田昌美、 

石渡勝朗、伊藤佳子、岩井茂次、水口衛、秦琢二、 

矢野清久、永松慎太郎、鈴木幹久、船山昭三、島岡榮基、 

寺尾巌、前田良賢、横山俊夫  各会員 

委員会報告 

社会奉仕委員会             岩井茂次 委員長 

 

「市立中学校 生徒・教職員と行う災害時の応急手当て習

得講座実施プロジェクト」開催の件―地区補助金申請事業 

実施日時：平成 26 年 3 月 3 日(月)13：00～15：00 

実施場所：川崎市立大師中学校 体育館/武道場 

事業概要：「心肺蘇生やＡＥＤの使い方」「怪我の手当て」

など、応急手当の習得を目標に市立中学校の生

徒・教職員を対象として救命講習を開催します。 

卓話者紹介            鈴木 幹久 会員 

 

卓話 
会員卓話             宮沢 和德 会員 

臨港バスの宮沢でございます。本日は、私の若いころの道

楽について話させていただきます。 

＜出生＞ 

私は、昭和２５年、横須賀市で３人兄弟の二男として生ま

れました。両親の出身は川崎の新丸子とのことですが、戦

後の混乱期に父親の生業（ラジオ製作・販売）の都合で横

須賀へ引っ越したもようであります。私が物心ついた頃に

は自動車部品工場を営んでいましたが、生計は安定せず、

「自営業は家族を泣かす、サラリーマンが一番」との母の

口癖の中で育ちました。父の工場が久里浜海岸に近かった

ため、よく遊びに行きました。当時、久里浜周辺には船大

工の作業小屋とかヨット工場なども点在しており遊びに

行って飽きない場所でありました。また、マーメイド号太

平洋横断などにも影響され、海と船に憧れを抱くようにな

っていました。 

＜Ａ級ディンギーもどきを自作＞ 

勉学は特に英語が不得意で一浪して大学の機械科へ潜り

込み、アルバイトで小金を蓄え、念願の自作ヨットの製作

を開始しました、ヨット図面を購入するのも節約、当時、

海岸に沢山陸置きしてあったＡ級ディンギーの現物を測

り、コピー船を自宅駐車場で自作しました。進水し、帆走

は出来ましたが、問題点も多々あり、性能もいまいちであ

りましたが、ヨットのいう乗り物の特性を理解できました
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し、久里浜海岸で多くのヨット愛好家と親しくなることが

出来ました。 

 

Ａ級ディンギーもどきの欠点 

・舟が重く鈍足である 

・マスト位置とセンターボード位置に設計ミスがあり

オーバーステア性向が強い 

・かぶった海水を汲み出すのが大変である 

＜京浜急行電鉄へ入社＞ 

ヨットの先輩のなかに平日でも頻繁に海岸に来ている３

０代の方がいました。何か訳ありの自由人かと思っていま

したら、実は現役の国鉄貨物の運転士さんでありました。

私もヨットを続けたいし、海から離れたくなかったので先

輩にならい地元の鉄道会社である京急に就職した所以で

あります。 

＜ＦＣ級ディンギーの自作＞ 

入社と同時に２艇目を建造開始、前回の反省を基づき、認

定図面を正規購入し、忠実な自作を心掛けました。約一年

間で完成したＦＣは、思いのほか高性能で風に恵まれると

プレーニング（水面滑空）して帆走できました。久里浜港

から東京湾を横断し、千葉の竹岡までを往復したり、相模

湾側の長浜をベースとして葉山方面へクルージングを楽

しんでいました。ヨットは波に揉まれ、潮に流され自然と

共生せざるおえない乗り物ですが、自分の作った舟の強度

と相談しながら風を受けて帆走する醍醐味は格別のもの

です。また、私が、ヨットの自作にこだわった理由は、第

一に資金不足でありましたが、プラスチック製の舟では味

わえない風格とかオリジナリティーを木造船に感じてい

たこともあります。 

ＦＣ級ディンギーの工夫 

・マリン合板を使用し、軽量化を徹底 

・船体の不沈構造採用（前部および左右デッキ下を防

水密閉構造化） 

・自動排水装置（セルフベンダー）を船底に取り付け 

一方、会社勤務は、当時の京急のシキタリで。まず鉄道の

駅員を半年、車掌を半年経験したのち、配属の現場で２年

間仕込まれます。私の場合は自動車部門に配属され、バス

の整備士を２年間経験後にバスの本社管理部門である技

術課で整備管理から新車仕様の管理までを仕込まれまし

た。現場で働いていた時は、ヨット遊びと仕事が両立しま

したが、本社配属からは業務多忙となりバス一筋の人生と

なってしまいました。サラリーマン人生で印象深い思い出

は、昭和５８年に夜間高速バス（私は専用車両の仕様を担

当）を運行開始し地方のお客様に喜ばれたこと、そしてワ

ンステップバスやノンステップバスの導入などで路線バ

スの低床化を夢中で進めたことなど、どれも楽しくてした

仕事でしたが、結果的に社業を通じた社会貢献に少しは役

立てたことを嬉しく思っています。 

ロータリーの例会に出席すると少し新鮮な気分になり

ます、まだロータリアンとは言えない意識状況ではありま

すが、自分が日々の仕事で狭い了見に陥らないよう、そし

て自分の頑張るヒントになればと思っています。 

追伸 最近、若いころを思い出し、またヨットを自作して

みたくなっています、色々と下準備していますが、ヨット

図面、マリン合板やヒノキ板などの素材が見つかりません、

今時自作ヨットははやらないと痛感していますが、情報を

お持ちの方がいらっしゃればご紹介下さい。 

会員卓話             永松慎太郎 会員 

皆さん、こんにちは。2013 年 12 月入会いたしました永松

慎太郎と申します。今日は簡単ではありますが自分自身の

経歴をお話させていただいた後、私がロータリークラブに

入会したいと思ったきっかけ、これからの「想い」につい

て少しお話したいと思います。 
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スケジュール予定 

3 月 16 日（日）地区ロータリーセミナー 

3 月 18 日（火）クラブ会長エレクト研修セミナー 

                （ＰＥＴＳ） 

3 月 29 日（土）第 46 回インターアクト年次大会 

  およびローターアクト主催インターアクト卒業式 

 

私は東京で生まれましたが今までの人生の大部分は横浜

で過ごしています。小学校は日吉にある南日吉小学校、小

学 2 年の時に菊名の大豆戸小学校に転校しました。中学は

大倉山駅近くの大綱中学校に進学、部活動はバドミントン

をしていました。高校は品川にある立正高校に進学しまし

た。今は馬込に移転し、共学となってますが私の在学中は

男子校でした。高校に入り最初の試験で学年トップになる

ことが出来、それ以降は勉強した分だけ結果として点数に

反映される喜びを感じるようになり勉学に努めることが

出来ました。高校 2 年進級時、立正高校は立正大学の付属

高校なので推薦で大学に進学できる推薦枠があるのです

が、推薦枠を返上して他大学の試験合格を目指す進学クラ

スに編入をするという選抜決断をしました。高校 3 年生の

夏、大学のオープンキャンパスを見学、明治大学のポスタ

ーが当たったり、大学ラグビーをＴＶ観戦していくうちに

明治大学に入学する目標が出来ました。目標に向け勉強し

明治大学法学部に入学することが出来ました。大学入学す

るにあたり、スポーツと今後は何事にも積極的に取り組ん

でいこうと考えました。スポーツはテニスを選び週 3、4

回真面目に練習しているサークルに入りました。サークル

内の部内戦で 4年生の時ダブルス優勝したことは一番の思

い出です。大学友人は今も交流があり大切な仲間です。あ

まり勉強をしなかったことが心残りです。最初の就職は地

域社会への奉仕ができると考え、城南信用金庫に入職しま

した。1 年の渉外係の後、融資係になりました。融資業務

は解らないことが多く、お客様にご迷惑をおかけしながら

成長することが出来ました。最近は見なくなりましたが、

お客様の決済日までに融資決裁がされず冷や汗をかく夢

もよく見ました。そういう日々の中城南信金出身の先輩に

声を掛けていただき 2001 年 1 月アリコジャパン（現メッ

トライフアリコ）に入社しました。信用金庫とは違う保険

営業に戸惑いながらも経験を重ねお客様のご契約を数多

くいただくことができてきました。現在はチームにおいて

3Ｓ（①スピード②スマート＝賢さ③ストララジー＝戦略）

をスローガンに揚げ、日々努力を重ね仕事をしています。

ロータリークラブに入会したいと思ったきっかけは今の

自分にはない人脈を拡げたい、経営者、リーダーの立場に

いる方々から学びたいと思ったことがきっかけです。今は

とにかくロータリー精神やロータリーについていろいろ

学んでいきたいですし、何事にも挑戦していきたいです。

最後に私は事業として保険の販売に携わる一方で人材の

スカウト、育成も行っています。クラブの皆様へのお願い

としてリーダーとしての心積もりや考え方、行動、生活習

慣について教えていただきたいということ、皆様方の職場

に出入りをしている各業界の営業マンとの情報交換をす

る機会をいただきたいと思います。以上私の話は終了いた

します。ご静聴ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回例会 ３月１２日（水） 

卓話「川崎港の現状」 

中 村 眞 治 会 員 

：クラブ会報委員会： 

増田昌美／竹田正和／須山文夫／飯塚元明 

竹中裕彦／水口 衛／岩井茂次／中村 孝 
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